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　　　　　　　　　　　　　　　【要　約】

　マ イ ク ロ フ ァ イナ ン ス ・プロ グラム の 目的は 、 貧困 を緩和す る こ とで ある 。

こ の プロ グラム は 、 低利融資 に よ り所得の 向上 に寄与す る起業 の 補助や、非

金融 サ
ー ビ ス を提供 して い る 。 プロ グ ラ ム の 実効性 は、プロ グ ラム 実行機 関

が 融 資対 象者 ・地域 を熟知 して い る こ と、及 び融資対象者 ・地 域の 機関 に 対

す る 信頼 の 大 き さ に 大 き く影 響 され る 。 こ の 意 味 で 、対 象者 ・地 域 に密着 し

た 形 の NGO は、 他の 機関 よ り大 きな 役割 を果たす と考 え られ る 。

　本稿は、以上 を明 らか に す る た め に 、 イ ン ド ・タ ミル ナ
ー

ドゥ州 プ リカ ッ

トで 活動す る NGO （LEDP ）の 、マ イ ク ロ フ ァ イ ナ ンス ・ プ ロ グ ラ ム を通 じ

た 地域 の 貧困緩和 に果たす 役割 を検討 した。本稿に よ り歴 史的背景 と様 々 な

プ ロ グ ラム の 成果か ら、 1．F．D ．P が 信頼を得て い る こ と 、 ス タ ッ フ が地域住民

で 構成 さ れ て い るた め 、 地域 を熟知 して い る と共 に、地域住民か らモ ニ タ リ

ン グされ 、NGO 特有の ア カ ウン タビ リテ ィ 問題を回避で きて い る 可能性が あ

る こ とが 示 され る 。 こ の 二 つ によ り1．F．D．P が 「自助」 の 育成 を可能に して い

る点は 、 今後の マ イ クロ フ ァ イナ ンス ・プロ グラム の 実行の
一

助 とな りうる 。
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1．は じめ に

　貧困緩和 を究極 の 目的 とす る 開発戦略 にお い て 、近年エ ン パ ワ ー メ ン トの

概念が 導入 さ れ 、 様 々 なアプロ
ー

チ が試 み られて い る が 、問題な の は そ の 持

続性で ある 。

D これ を 可能 にす る の が、 「自助」 で あ る 。 「自助」 とは、 自ら

の 状況 を改善す る の に、資源等 を獲得 した り、 自身、あ る い は他者に起こ っ

て い る事柄 を予防す る こ とで あ る（岩 田、 1995 ）。 端的には、 自身の 人生や 将

来 を コ ン トロ
ー

ル で き る よ うに な る こ とで ある 。

　本稿が 事例 とす るイ ン ド・タ ミル ナ
ー

ドゥ 州プ リカ ッ ト地域で は 、 S且 G と

呼ばれ る イ ン ド政府の マ イク ロ フ ァ イナ ンス が 実施 され て い る。2）奇 しく も

先進諸国で 発展 ・多様化 して い る 「セ ル フ ・ ヘ ル プ ・ グル a プ（Self　Help

Group）」 と同名で あ り、 内容 も 「セ ル フ ・ヘ ル プ ・グル ー プ」 に通ず る もの

が ある 。

3 ） 「セ ル フ ・ヘ ル プ ・グル ー プ」 は、共通の 生活状態 ・環境に あ る者

が体験 して い る困 難 を克服 、 あ るい はそ の 原 因 を改 善す るた め に集ま り、 活

動す る 。そ の 目的 は、個 人の 発展 と社会 の 変 化 を 不 可分 で 同 じ過程 の もの

と して 考 え、短期 的に は困難 を克服 す る こ と、 長期的 に は社会 の 態様 を変

え る こ とで あ る 。 グル ー プで あ る以 上 「協働作業」 な の だ が 、開発途 上 国

で は 特に そ の よ うな経験が ない 。 同地域の S．H ．G は 、金融 へ の ア クセ ス が

限 られ て い る 女性 に 融 資 し 、 地域 の 経済 的 自立や 所得 の 向上 と共 に女性 の

エ ン パ ワ ー メ ン トを達成す る こ とを 目的 と し、LED ，P （lntegrated　Fisherfolk　De −

velopment 　Project；以降 1．ED ．P とする）と呼称 され る NGO が実行 して い る 。

1．F．D ．P を通ず る こ とで 、
「セ ル フ ・ヘ ル プ ・グ ルー プ」 に必 要な 「協働作業」

を S．H ．G メ ン バ ー
は学ぶ 。 これ は従来の 貯蓄動員や 、 金融 と して の 健全性と

い っ た視点で は評 価 さ れ得な い 、 マ イ ク ロ フ ァ イ ナ ン ス の 成功例 で あ る 。 本

稿は、1．FDP ス タ ッ フ と地域住民 に対す る イ ン タビ ュ
ー

か ら 、 1．F．D ．P が 活動

を通 じて 、 「自助」
・「セ ル フ

・ヘ ル プ ・グル ー プ」 を形成す る様子 とそれ を可

能 に した要 因 を報告す る こ とを 目的 とす る 。

2．プ リカ ッ ト地域 の概要 4）

　プ リカ ッ ト地域 は、プ リカ ッ ト湖 を中心 とす る地 域で あ る 。プ リカ ッ ト湖

は、イン ドの 南東海岸部に位置 し、総面積はイ ン ド国内2 番 目の 大きさの 約

350  
2
で 、 平均水深 は約 1．5m で ある 。 ベ ン ガル 湾か らの 海水 と 3本の 河川

に よ る淡水とが 混 じり 、 漁業資源が 豊富で 、 地域は湖で の 漁業に大き く依存

して い る 。

5） しか し近年で は 、 政府 の 産業政策 に 起因す る湖 の 汚 染や 人 口 増

加 ・政府 の 移住政策 によ る パ ドゥ と呼ばれ る伝統的な資源管理 シ ス テ ム の 崩

壊 に よ り 、 漁獲高は減少傾向に あ る 。

6 〕 以下で は 、 こ の よ うな状況下で 活動
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を行 う 、 LF ．D ．P の 主 な 活 動を歴 史的背景 を鑑み なが ら整理す る とと もに 、

S．H ．G プ ロ グ ラム 導入 の 経緯 に つ い て 整理 す る 。

3．LF．D ．P の 活動

3．1歴 史的背景

　1．EDP は、イ ン ド全域 で 貧困緩和 を 目的 と した活動を行 うCReNIEO （Center

f‘）r　Resarch　on 　New 　lnternational　Ecenomic　Order）の 下部組織 の 1 つ で あ り、

CReNIEO によ る
’83年か ら

’96年の 社会経済的調査及び、 そ れ を基 に した パ

イ ロ ッ ト ・プ ロ ジ ェ ク トを経る過程で 設立 され た 。 また 1984 年 にプリカ ッ

ト地域で は 、 大規模な洪水が発 生 し、そ の 緊急支援に あた っ た の が CReNIEO

で あ り 、 現在 の LED ．P に対 する住民 の 信頼 は 、 こ れ を起点 とする 。 1．F．D ．P は 、

  フ ォ
ー

マ ル ・イ ン フ ォ
ー

マ ル 教育、  女性の エ ンパ ワ ー
メ ン トを主眼 と し

た Lake　Women ’

s　Advanced　Pr（）ject（以 降L．WA ．P とす る ）の 二 つ を活動の 柱と

して い る 。

7 ）
活 動 は広 範 に渡 り、健康 ・衛 生 に関す る教育 、家計 の 所 得 を補

助す る た め の ス キル ・プ ロ モ ー シ ョ ン がそ の 主な 内容 とな っ て い る 。

8 ）

3．2S ．HG 導入の 必要性

　プリカ ッ ト地域は 、 ほ とん どの 家計が 漁業を生計 とする 。 男性が漁業従事

者で 、女性は家事全 般 と男性が 獲 っ た魚 を市場 に持 っ て い く。 男性 は 漁 を し

な い 間飲酒 を し、女性に暴力を働 くこ とが頻 繁にあ る 。 飲酒代 、 お よびそ の つ

けは 、 所 得 を圧 迫す る 。 女性 の 男性 に比 較 した地位 の 低 さは 、 様 々 な地域で 見

られ る が 、 プ リカ ッ ト地域で は この よ うな 特有 の要因が あ り、よ り強 い 女性 の

地位向上 の 必要性 が認め られ た 。

9） こ の よ うな 生活状 態 ・環境は住民、特 に女

性の 対処す べ き共通 の 問題 で あ り、 「協働作業」 さえ知 っ て い れば、 「セ ル フ ・

ヘ ル プ ・グル ー プ」が 形 成 さ れ る よ うな土壌が 存在 して い た こ と を意味す る 。

　 と もか くプ リカ ッ ト地域で は 漁獲高 の減 少に よ る 所得の 減少が 深刻で ある

ため 、代替 的な所得創 出手段 を獲得す る 必要が あ る。 しか し伝統 的に漁業 に

従事する 男性は、漁業以外 の 仕事 を行 う こ とは で き な い た め、家計の 所得 を

補助す る の は 主 に女性で あ る 。 こ の た め 、 LW ，A ．P の
一

環 と して
’97 年 に

LED ．P は S．H ．G を導入 した 。

4．S．H．G の 概要
1°）

4．1S．H．G の 形成とIFDP の トレーニ ング

　 プ リカ ッ ト地域 に お ける S．H ．G は 、 1．F．DP とタ ミル ナー ドゥ 州 と が連携 し

なが ら行 う。 運営全般 に 関 して LRD ．P が コ ーデ ィ ネー トし、メン バ ー に 対す
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る トレ
ー

ニ ング を行 う 。 以下 で は 、 プ リカ ッ ト地域 の S．H ．G の 概要、 及びそ

れに対する 1．F．D ．P の 役割 を整理 して い く。

　a 　S．トtG の 形成

　住民が S．H ，G を形成する き っ か けは、  1．ED ．P の すす め 、   同 じ村落内の

S．H．G の 活 動 に誘発、  既 に形 成 され て い る S．H ．G 構成員 か らの すす め、で あ

る 。 SHG の 形成が 決定 され る と 、 1．F．D ．P の サ ポー トの 下 、 活動の 開始 に 向

けて 準備が 進め られ る 。

　メ ンバ ー の 資格 は既 婚で あ る こ とで 、おお よそ 18 〜 60歳の 既婚女性に よ

り 1つ の S．H ．G は 12 〜 20 人 で構成され る 。 最初に行わ れ る の は 、 アニ メー

タ
ー （Animator）と代表者 （Representative）を選 出する こ とで あ る 。

11） 次 に 、

こ の 2 人 を名義 人 として 、 銀行 に 口座 が 開設 され る 。

12） こ の 口座 開設 日が

SH ，G の 発足 日に な る 。

13） 発足 す る と州政府か らグル
ー プ ・メ ン テナ ン ス ・

フ ァ ン ド （Group　Maintenamce　Fund ；以降 GM ．F とす る）が支給 され、　 S．H ．G の

運 営 に充て られ る 。

　b　LFD．P に よる トレー ニ ング

　発足手続 き終了後、1．FD ．P に よ る トレー
ニ ン グが 開始 され る 。 グル

ー プメ

ン バ ー の 貯蓄 ・貸付の 重要性の 認識 を基本と して 、トレーニ ン グが行われ る。14）

トレーニ ン グは 、 10項 目か らな り、2 月に 1度、 2 つ の グル ー プが 同時に ト

レー
ニ ング を受け る 。 トレ

ー
ニ ングは午前 10 ：00 か ら午後 4 ：30 まで 続 き 、

1度 に 1 つ の 項 目を行 い 、 2 人の 1．F．D ．P ス タ ッ フ が 出席す る 。 最も重要な ト

レー
ニ ン グは 、 ス タ ッ フ 間で ミ

ー
テ ィ ン グ と呼ばれ る も の で ある 。 メ ンバ ー

同士 が 意見 を言 い 合 い 、 全 て 自分達で 意志決定す る 訓練で あ る 。 1．F．D ．P ス

タ ッ フ は 司会進行と 、 休憩時の レク リエ
ー シ ョ ン を行 うなどす る 。 当然ある

程 度 、導 くべ き結 論 は用 意 され て い るが 、そ こ に至 るまで の プ ロ セ ス が 重要

で 、 1．ED ．P ス タ ッ フ は 、 それ を うま くコ
ー
ディ ネー トして い く役割を担 う。

ス タ ッ フ に よ る と、 トレ ー
ニ ン グに 際 して 最 も気 を遣 う こ と は 、 トレー

ニ ン

グを受 け るメ ン バ ー 全員が 議論 に参加する こ とで あ っ た 。集中力を失わせ な

い た め の 合間の 休憩 も重要で 、 ス タ ッ フ が打楽器 を打ち 、 皆で 歌 を歌 っ た り

レ ク リエ
ー

シ ョ ンゲー
ム を行 うな どして い た 。

15）

　1．RD ．P は トレー ニ ン グ全般 に関 わ るの だが 、 あ くまで コ ー ディ ネー ター と

して サポー トに徹 して お り、 S．H ．G メ ンバ ー
の 自主性が 重ん じられ る点 に特徴

が あ る 。 これ によ り各 S．H ．G メ ンバ ー は 、教育や 保健 ・ 衛 生等 を意識する よ

う にな る 。 しか し最 も大き い 効果は、 自分の 意見を公 開 し、議論 をす る こ と
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を覚 え 、 そ の 結果 と して 自分た ちで 意志決定 を行 う こ とを覚え る こ とで あ る 。

「セ ル フ ・ヘ ル プ ・グル ー プ」の 活動 は、グル ー プの メ ンバ ー に よ っ て 決め ら

れ る もの で あ り、 グルー プ外メ ンバ ー に よ り決定 され る こ とは な い 。 LED ．P

の S．H ．G へ の トレー
ニ ン グは、　S．H．G を 「セ ル フ ・ ヘ ル プ ・グル

ー プ」 へ と導

くもの で あ る。

5．・SH ．G の 主な活動

5．1S ．HG の 保有する フ ァ ン ド

　S．H ．G の 保有す る フ ァ ン ドは、  グルー プの 運営 に 充て られ る G ，M ．F ’6） 、

  グル ー プメ ン バ ー に よ る
一

定額の 貯蓄で ある グル ー プ ・ コ モ ン ・フ ァ ン ド

（Group　Common 　Fund ；以降、
　 GC ．F とす る）、  不測 の 事態に 備 える 、 グル

ー

プ ・リザー ブ ・フ ァ ン ド （Group　Reserve　Fund ：以降 、
　 GR ．F とする）で ある 。

G ．C．Fの 貯蓄額は、トレー
ニ ン グ時に 自分達の 生活 を鑑み なが ら、自分達 に合

うよ うに決 め る 。

17） G ．R．F は、 メ ンバ ー が 、他 の イ ン フ ォ
ー

マ ル な金 貸 しか

ら資金 を借 り受 け、 返済で きな い とい っ た不測の 事態 に対応 し、
　S．H ．G を存続

さ せ るた め の もの で あ る 。 G ．CF か らの 利 子 収入 、 貸付返済時の 利子収入 を原

資 と し、 グル ー プ形成時か ら 2 〜 3 年を経過 した後 に機能しは じめ る。 プリ

カ ッ ト地域で は 、 GR ，F を導入 して い る S．H ．G は存在 しな か っ た 。

一
時 期導入

した グル ー プ もあ っ た の だが 、 リス ク に対応す る とい う意識が薄 く、 利子 収

入は メンバ ー 間で分配 した とい うこ とで あっ た 。

5．2 フ ァ ン ドを元 に した SH ．G の活動

　S．H ．G の活 動は 大き く分 けて 以 下 の 2 つ で ある 。

　 a グル ープ ・メ ンバ ー へ の 貸付

　S．H ．G は 、
　G ．C ．F か らメ ンバ ー

へ の 貸付を行 う 。 メ ン バ ー か らロ ー ン の 申 し

込み が ある と、メ ン バ ー全員で そ の 用途を吟味し適格か どうか 判断 し、その

後そ の 額 と返済 時の 利子 が 決定 され る 。

18）
メ ン バ ー

はお 互 い の 生活 状態 を 、

把握 して い るた め、融資条件は適切な もの が課 され る 。 これ も トレ
ー

ニ ング

の
一

環で 、あ くまで 自分達で 全て 決 め る ため 、 自主性が 育成され る と共 に 、 議

論の 仕方な どが醸成 され る 。 筆者は 、 融資の 条件 を決め る 場に 立 ち会 う機会

に恵まれ た。 2 つ の グル ー プが 同時に トレ
ー

ニ ング を受け るた め、 お 互 い に

意見 を交わ して い た。か な り活発な議論 の や りと りが な され 、 そ の 熱気に圧

倒され る 。 た だ年輩の 参加 者は、慣習か らか、意見を公 開す る こ とに と ま ど っ

て い る 様子で あっ た 。
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　b ア ニ ュ アル ・ア ク シ ョ ン ・プラ ン

　S．H ．G の 活動の 中で も、最 も重要 な もの と して ア ニ ュ ア ル ・ア ク シ ョ ン ・プ

ラ ン （Annual 　Action　Plan ；以 降、　 A ．A ．P とす る ）があ る 。 こ れは 州政府が 奨励

して い る もの で 、全 て の S．H 、G が、　A ．A ．Pを策定 ・運 営 す るべ きで あ り、 設立

か ら 6 〜 8 ヶ 月 を経過すれば 、 A ．A ．P を策定す る こ と がで き る と して い る 。

19）

A ．ん P の 目的は 、 所得 の 創出は もちろ ん 、 村落 の電 力や 衛生的な水、教育施設

等 の 需要を満た す こ とで ある 。 つ ま り 自身の ニ
ー ズを、自身で 満た して い く。

　A ．AP を立て た な らば 、 まずそ れ を州政府 に提 出する 。 州政府 はそ れ に対 し

て 条件 を提示 し、 そ れ が 満た され た な らばそ の A．AP に応 え る。

　実際に プ リカ ッ ト地 域で 行われ て い る途上 の AAP を例 に 取 る 。 ある S．H ．G

は 、 チ ャ イ ル ド ・ケ ア ・セ ン タ
ー

を建設 する と い う AA ．P を立て た 。 子供の

養育 は家 事の 中で も大 き な ウ ェ イ トを 占め、他 の 活 動が 妨げ られ る 。 チ ャ

イル ド ・ケ ア ・セ ン タ ー に 乳幼児 を預 け、 自身は ス キル ・プ ロ モ ー シ ョ ン

に よ り得 たス キ ル で所得 を 得よ う とい うわ け で あ る。こ れ に対 して 政府は 、

村落の 子供 の リス トを作成 し 、 そ の 需要 を把握する とい う条件を提示 した 。

筆者 に よ る調査時 は 、 こ の 政府 の 条件に対 して、村落全体 で リス トを作成 し

て い た 。

　 「セ ル フ ・ ヘ ル プ ・ グル
ー プ」 は 、 短期 的 には直 面 す る生活 状 態 ・環 境の 問

題 の 解決 、長 期的に は社会 の 態様 を変化 させ 、問題の 原因を取 り除 く とと も

に 、 予防処置 を構じる こ とを 目的とす る 。 A ．A ．P は 、 電 力や衛 生的な水 を獲得

す る 等 を通 じて 、 明 らか に 個 人の 生活 状態 ・環 境 を変 え る と とも に 、 地域 を

変化 させ る 。 また 「セ ル フ ・ヘ ル プ ・グル
ー プ」 に は 、

「権利の 擁護」 機能が

あ る 。 これ は、 自らの 人 生を改善す る た め に 政府 ・機関 ・制度等 に ア プロ ー

チ を し、 デモ ン ス トレー シ ョ ン を行 うもの で あ る。 正 に SH ．G の AAP は こ

れ に あた る。

　 プ リカ ッ ト地 域で は 、 マ イ ク ロ フ ァ イナ ン ス で あ る S．H ．G に LED ．P の ト

レ ー
ニ ン グが加わ る こ とで 、 メ ンバ ー

は、 「協働作業」 の 方法を学習 し 、
「セ

ル フ
・ヘ ル プ ・グル ー プ」へ と変貌 して い っ て い る 。

「セ ル フ
・ヘ ル プ ・グル ー

プ」は、そ の 長期的 目的 と して、社会の 自己 に対す る変化 を置 くが、以下で 、

S．H ．G に よ る地域 へ の 影響につ い て 述べ る 。

6　S．H．G のプ リカ ッ ト地域へ の影響

6．1 男性の SH ．G に対する視点

　S．H．G の 導入直後は 、女性 の み の 組織で 、トレー
ニ ン グに よ り長い 間家 を留

守 に する ため 、 男性側の 反対や 不信感は 強い 。 こ の 男性側の 意識が、A ．A ．P に
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よ る 村落へ の 電気 ・水道 の 供給、様 々 な施設の 建設 とい っ た 、 目 に見 え る 生

活 の 変化 によ り変革 され る 。

　筆者 は、村長 とある S．H ．G の 代表者の 夫 にイ ンタ ビ ュ
ー

を行 っ た 。
二 人 と

も S．H．G 形成当初 は 、 そ の 活 動に 懐疑的で あ っ たが 、　A ．A ．Pを通 じた生活 の 変

化 を 目に して 、意識 が変わ っ た と述べ た。そ の 他 の 男性 に尋 ね て も同 じ答え

で あ っ た 。 また 、 逆に女性 の 側 に男性 の SH ．G に対す る 意識 に つ い て 質 問す

る と 、 AAP に よ り、S。H ．G の 活動に理解 を示 すよ うに な っ た とい う答えが 得

られた 。

　男性の 意識が 変革す る につ れ 、 女性 に対す る 態度も少 しず つ 変化 して い る

よ うで あ る 。S．H ．G の 活 動が なされ る 前は、会話が限 られ て い たが 、 活 動に 参

加す る こ とで 女性は 、 自分の 意見 を口 にす るよ うに な り、男性 の 意識変 革 と

相 ま っ て 、家庭 内の 夫婦 の 会話が 多 くな っ た と、 先 の S．H ．G リ
ー ダー の 夫婦

は コ メ ン トして い た 。

　 こ の よ う に 、 マ イ ク ロ フ ァ イ ナ ン ス によ る女性 の エ ンパ ワ ー メ ン トを 目的

と し て 始ま る S．H ．G で あ るが 、 1．ED ．P の トレー ニ ン グを経 る うち に 、「セ ル フ
・

ヘ ル プ ・グル ー プ」 へ と変貌 し、 社会 の 変化、すな わち男性 の 女性に対する

意識 改革 を達成 して い る 。

6．2S ．H．G 同士の 連帯

　「セ ル フ ・ヘ ル プ ・ グル ー プ」 の 構造上 の 特徴 と して 、 「質」 の 重要 さ と と

もに 「数 の 強み」 を 認識して い る とい うこ とが 挙げ られ 、 複数の グル ー プが

一 緒 に な り、互 い に学び合 い 、 ある い は またグル
ー プが重要 と考 え る変化を

共 に 成 し遂げる とい う こ とがあ る 。 こ の 点に 関 して プ リカ ッ ト地 域 の S．H ．G

をみ て み る 。

　同地 域で は 、 SH ．G 同士 を連帯 させ る こ とを 目的 と した ク ラス タ
ー ・ミ ー

テ ィ ン グが 存在す る 。 ク ラス タ
ー ・ ミ ー

テ ィ ン グは 、 月 に 1度、 15 〜 25 の

S，H ．G の ア ニ メ ー タ
ー

と代表者を集 めて 行わ れ る 。 そ れ 以外 の メ ンバ ー も出席

した い 場合は 出席す る こ とが可能で あ る 。 2人の 1．F．D ．Pス タ ッ フが 出席する 。

この ク ラス タ
ー ・ミ ー

テ ィ ン グで は 、 年長 の S．H ．G の 代表者ある い はアニ メ
ー

ター が 、 自身の 経験 を年少の S．H ．G の 代表者 ・ア ニ メ
ー

タ
ー に 伝え 経験 の 共

有が なされ 、 そ れ を今後の 活動 に活かす 。

　 この よ うに ク ラス タ
ー ・ミ ー

テ ィ ン グで は 、 広範 囲に 渡 っ た S．H ．G 同士 の

連帯が な され るが 、 もう 1 つ 重要 な機能が ある 。 それ は、新規 に S．H ．G を立

ち上 げよ う とす る者 へ の ア ドバ イス や 、 あ るい は S．H ．G の 導入 を必要とす る

よ うな村 落に 関す る 情報交換で ある 。 ク ラス ター ・ミ ー テ ィ ン グは、端的に
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言 えば 、 自身の 居住す る地域 の 問 題点 ・ニ
ー ズを十分 に 把握 し 、 それ に対す

る 有効 な解決策 を探 る 場で ある と ともに 、「数の 強み」 を認識 ・発現す る 場で

もあ る。

　S．H ．G は 、
「セ ル フ ・ヘ ル プ ・グル

ー プ」 に 近 づ く こ とで 、 地 域 に大 き な影

響を及ぼすが 、組織 と して 発展途上 に ある と言え 、 問題点 も指摘で き る 。 次

に プ リカ ッ ト地域の S．H ．G が抱 え る問題点 に つ い て 述べ る 。

6．3 プ リカ ッ ト地域 における S．H．G が抱え る 問題点 2°）

　プ リカ ッ ト地 域の S．H ．G が抱 え る問題点は 、メ ンバ ーへ の 融資 に集約で き

る 。 S．H ．G の 融資は 、 教育や健康 ・衛生 面に 関する使用 目的へ の もの が 多 い
。

しか し これ ら は 金額が 少な い 。 見方 を変 え る とグル
ー プの 資金規模が 少 な い

た め、 教育 や 健康 ・衛生 面へ の 融資 に限定せ ざ る を得な い 可能性 が ある 。

21〕

メ ンバ ー の 資金需要は これ だけ で はな く、船 ・
エ ン ジ ン ・網等 の 漁具や 、家

の 建設 ・修 理等 に対 す る需 要、 又 、 ダ ウ リ（Dawli）と呼ば れ る 結婚持参金 も、

シ ス テ ム 自体衰退 して きて は い るが 、未だそ の 資金需要は 大きい 221
。

こ れ ら

の 金額は 大き く 、 結局 イ ンフ ォ
ー

マ ル な 金 貸 しか らの 借入 で需要 を満た して

し ま う。そ の 結果、返 済 に追 われ て い る とい う現状 を指摘で き る 。 こ れ に 対

処する の が GRF だが 、 先に述べ たよ うに 、 十分機能 して い な い 。 これ は 、 マ イ

ク ロ フ ァ イナ ンス と して も、十分 機能 して い な い こ とを意 味す る。今後、この イ

ン フ ォ
ー マ ル な金貸 し と の 関係をい か に 断ち切 るか が重要な課題 とな ろ う。

7 マ イ クロ フ ァ イ ナ ン ス に お ける NGO の 貢献

　以下で は 、 筆者が イ ン タ ビ ュ
ー 及び、 トレー

ニ ング風 景等 の観察 を通 じて

感 じ た 、 1．F，D ．P が、　 S．H ．G の 「自助」 の 達成 ・「セ ル フ ・ヘ ル プ ・グル ー プ」

へ の 変貌 を遂げ る よ うな トレー ニ ン グを行い 得た 要因を挙げる 。

7．1 住民の 信頼

　開発援助を行 う際、 援助機関 ある い はそ の プロ グラム が 対象者 ・地域 に 受

け入れ られ る か どうか は信頼の 大き さ に依存す る。プ リカ ッ ト地域の 住民の

1．F．D ．P に対す る 信頼 は厚 い 。 それ は 3で 挙げた歴史的背景 と これ まで 行 っ て

き た、そ の 活動 に よ る と こ ろ が 大き い 。 信頼 を得る こ とがで き るよ うな プ ロ

グ ラムが 実行で きた の は、ス タ ッ フ が プ リカ ッ ト地域の 住 民で ある と い う こ

とが挙げ られる 。 地域の 住民 で あ るが た め に、地域 を良 く把握 して お り、問

題点や 住民の ニ
ーズ を良 く心得 、 プ ロ ジ ェ ク トを実行 した場 合 の 効果 を予測

しや す い 。
23）
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7．2 住民によるモ ニ タ リング

　 1，ED ．P ス タ ッ フ は 、 プ リカ ッ ト地域 の 厳 しい 生活環境 を熟知 し、打破す る

ため に 日夜活動 を行 っ て い る 。 もちろん 自主的な もの で ある が、 自身が地域

住民 で ある ため他 の 住民 に よ る モ ニ タ リング も機 能 して い る と考 え られ る 。

　近年開発戦略 にお けるNGO の 有効性に注 目が集ま るが、考慮すべ き こ と と

して 、 そ の ア カ ウン タビ リテ ィ が あ る 。 LED ．P の 場合、ス タ ッ フ は地域住 民

で あ る た め、常 に被援助者側か らモ ニ タ リン グ され て い る こ と に な り、ピア ・

モ ニ タ リン グの 観点か ら 、 そ の ア カウ ンタ ビ リテ ィ 問題 は解 消 されて い る 。

こ の 点 も1．FD ．Pが、プ リカ ッ ト地域で 様 々 な成果 を あげ る要 因 と して 見逃せ

な い 。

7．3 現地 NGO の 有効性

　以上 7．1、7．2 を ま とめ る と 、 図 7−1の よ うになる 。 これか らわか るよ うに、

1．FD ．P は、地 域 に関す る豊富 な 知識 と 、 歴史的な背 景に基 づ く住民の 信頼 と

によ り、S．H ．G の 「自助」 を育成 して い っ た。換言す る と1．F．D．Pが 「自助」 を

育 む よ うな トレー ニ ング を行い 得 た の は 、 現地 に 密着 したNGO で あ る がゆえ

の 有利性を発揮 した か ら で ある 。

自助

て 「

信

　 歴史的青景

（それ まで の活動）

タ

ン グ

地域 の 状況

の勲知

図 7−11 ．FD ．P によ る 「自助」 の育成　出所） 筆者作成
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　中央政府や 国際援助機関等に よる マ イクロ フ ァ インス は、画
一的になる傾向

がある 。 プ リカ ッ ト地域の SHG もイン ド政府 によるプロ グラムで ある が、1．F．D ．P

を介する こ とに よ っ て 、地域の 特質 に合っ た プロ グラム となっ て い る 。 これ はス

タッ フが地域住民で ある がため の 豊富な知識に基づ く。 こ れ に 関して は、他の 機

関で あ っ て も詳細な調査を行えば 、 得 られ る 可能性が ある 。 しか し住民による活

動に対す るモ ニ タ リング効果 は 、 現地 NGO で なければ期待は で きな い。

　S．H ．G は 、 マ イ ク ロ フ ァ イ ナ ン ス で ある が 、 1．FD ．P の トレ ーニ ン グに よ り

エ ン パ ワ
ー

メ ン トを通 じて 、
「自助」の 育成すな わ ち 「セ ル フ

・ヘ ル プ ・グル ー

プ」へ と変化 して い っ て い る 。
「セ ル フ ・ヘ ル プ ・グル

ー プ」 の 究極 の 目的は 、

自分 自身の 人 生や 将来 を コ ン トロ
ー ル で き る よ うに な る こ とで あ り、情報や

資源 、 自己決定な どを 自分で コ ン トロ
ー ル で きる よ うにな る こ とで あ る 。 最

終的 に は 、 例え 1．ED ．P で あ っ て も、 そ の 干渉が な くな る こ とが 望 ま しい し、

また 、 そ れ が 開発 の 究極の 到達点で もある 。 こ の事 に 関 して 1．F．D ．P ス タ ッ フ

に、将来 的な ビ ジ ョ ン を尋ね る と、ス タ ッ フ の 殆 どは、同地 域 の 住 民 で あ る

ため将来的 には
一

住民 と して 生活 を送る との こ とで あ っ た が 、 新たな 活動地

域 を探 して 移 動 す る とい う者 もい た 。 こ の よ うな IF．D ．P 自身の 存在意義が 、

将来 的に 問わ れ る と考 え られ る。

＆ 要 　約

　以上、本稿はイ ン ド ・タ ミル ナ ー ドゥ州 ・プ リカ ッ ト地域を事例に 、 マ イ

ク ロ フ ァ イ ナ ン ス で あ る S．H ．G とそ の プ ロ ジ ェ ク トを実行す る現 地 NGO 、

1．ED ．P の 活動 に 関 して 述べ て き た 。

　 プ リカッ ト地域 の 伝統 的な 女性 の 地位 を考慮す る と、S．H ．G は 大きな効果が

見込め、実際女性 の エ ンパ ワ
ー

メ ン トを通 じ、S．H ．G が 「セル フ ・ヘ ル プ ・グ

ル ー プ」 へ と近づ く こ とで 、 地域 の 貧困緩和 は 進展 して い る と言 っ て よか ろ

う 。 それ は AA ．P 及び ク ラ ス ター ・ミー テ ィ ング に結実 し、社会 ・男性 の 意

識 も変革され て い る 。 これ を可能 に した の が、住民の 信頼感とス タ ッ フ の 情

熱及 び、地域住 民に よる モ ニ タ リング に基づ く1．ED ．Pの トレー ニ ングで ある 。

　 問題点 と して は 、S．H ．G の 資金 規模が メ ンバ ー の 資金需要 に対 応 しきれ て お

らず、イ ン フ ォ
ー マ ル な金 貸 しの 呪縛か ら逃れ られ て い な い 、 とい うこ とが

挙げ られ る 。 今後GR ，F に よ る対 応な どが 求め られ る が、そ れ と て 1つ の S．H ．G

で は 、 資金規模 は 限 られ る 。 これ につ い て は 、 クラ ス ター ・ミ ー テ ィ ン グ等

か らS．H ．G 同士 の 連帯 が強 ま り、S．H ．G連盟 の よ うな形 で 対応す る こ とが望 ま

しい の で は な い だろ うか 。 S．H ．G 連盟 に よ る 信用組合の 設立 な どが対応 と して

挙げ られる 。

24｝
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注　記

1） 本稿で は 、エ ンパ ワ
ー

メ ン トを FASID （1993）に な ら い、 そ れ まで 不利

　　 な立 場 にあ っ た り抑圧 さ れ た 人 々 が、そ の 構造 を改善 し、経済的、社会

　　 的 、 政治 的 、 組織的 、 精神的な側面で 、力を増強し発揮す る よ う にな る

　　 こ と を示 す も の とする 。

2） マ イ ク ロ ク レジッ トの 呼び名もあるが 、 貸付に 関する 活動全般 を指す 場

　　合が 多い 。 本稿で は、貸付 の み で な く 、 貯蓄の 動員等 も含む金融 を考察

　　 して い くた め 、
マ イク ロ フ ァ イナ ン ス の 呼称を使用す る。また 様々 な マ

　　イ ク ロ フ ァ イ ナ ン ス の 理論 ・ア プ ロー チ に関 して は 、 中村 （1999）、 中

　　 村 （1998）、 勝間 （1998）、 FASID （1999 ）を参照 の こ と。

3） 本稿で は 、タミ ル ナ ー ドゥ州 にお けるマ イ ク ロ フ ァ イナ ン ス ・プ ロ グ ラ

　　 ム に 関 して述べ る場合 は 「S．旺 G 」、概念 に 関 して 述べ る場 合は 「セ ル

　　 フ ・ヘ ル プ ・グルー プ」 と記述する こ とに す る 。 また、以降の 「セ ル フ ・

　　 ヘ ル プ ・グル
ー プ」 に関す る記述は 、 岩田（1995）を参考に した 。

4） 以下は 、 ソム ニ
ー ド ・サ ンガム 内部資料に よ る 。

5） ベ ンガル 湾 と を隔て る 砂州に も村落が点在 して お り、そ うい っ た村落の

　　漁師に よ る ベ ンガ ル湾で の 漁業 も行わ れて い る が、漁業の 中心 は湖で の

　　 漁で ある 。

6） 近年 の 漁獲高 の 、 具 体的な数値は 得 られ て い な い が 、 資料及 びイ ン タ

　　 ビ ュ
ーか ら漁獲高の 減少傾向が指摘 で き る 。

7） CReNIEO は、1988 年 7 月 に 、
　Pulicat　National　Matriculation　School （以降

　　 PN ．M ．S とす る。）を 開校 した 。
　P．N ．M ．Sは 、幼稚 園か ら第 9学年 （18歳で

　　 卒業）まで あ る 。 授業は タ ミルナー ドゥ州の 要綱に 従 っ て お り、州政府

　　 か ら補助金が 出され て い る 。 2000 年現在 で 約 500 人 の 学 生が お り、そ

　　 の うち 85％ 以上が 漁民 の 子供で あ る 。 プ リカ ッ ト地域の 住 民の 教育 に

　　 対 す る意識は 高い 。 漁獲高の 減少に よる 1人当た り所得の 減少 をは じめ

　　 と して 、プ リカ ッ ト地 域 の 生活環境は厳 しい た め子 供 に 高い 教育を受け

　　 させ 、漁業以外の 仕事 に 就かせ た い と い うの が 、 両親 の 考 えで あ るよ う

　　 だ。また P．N ．M ．Sの 第 9学年の 学生 に 将来就 きた い 仕事を尋ね る と 、 皆 、

　　 シ ス テム ・エ ン ジニ ア や 教師、医 師 、 弁護士 とい っ た漁業以外 の 高給が

　　 見込 め る 仕事 を挙げて い た 。 具体 的に は、 ボー ト ・エ ン ジ ンの 修理 の

　　 講習や オ フ ィ ス 内に ある コ ン ピ ュ
ー タ ー を使 っ た 、 コ ン ピ ュ

ー ター ・

　　 ス ク
ール の 開校な どが あ る 。 またイ ン フ ォ

ー
マ ル な 教育 に関 して は、学

　　 校 に通 え な い 者や ドロ ッ プ ・ア ウ ト者 に対 して 、 漁業以外の ス キル ・プ

　　 ロ モ ー シ ョ ン を行 う とな どして い る 。
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8） 1．F．D ．P は、プ リカ ッ ト地 域 の 幾つ か の 村落 に診療所 を設 け、看護婦、あ

　　 るい は医 師の 資格を持つ ス タ ッ フ が診療を行 っ てお り 、 衛生等 に関する

　　住民へ の 教育に
一

役か っ て い る 。 また 、ス キル プ ロ モ
ー

シ ョ ンの 具体的

　　 な 内容 と して は、香辛料の 作 り方や刺繍、魚の ピ クル ス の漬け方等が 挙

　　 げ られ る 。

9） L ．W ．AP には 、 アル コ ール に対する反対活動 も含まれ て い る 。

10） 以 下 、 1．ED ．P ス タ ッ フ へ の イ ン タ ビ ュ
ー

、 州 政府 発行 の S．H ．G　Working

　　 manual を参考 に した。

11） 2人の 代表者の 違い は 明確で はな か っ た が 、 ア ニ メ ー ター は 帳簿 を つ け

　　 るな どの 責任者で 、代表者は文字通 りグル
ー プの 代表 とな っ て い る よ う

　　 だ っ た 。

12） 口座開設 に 当た っ て 、 預 金通 帳が作成 され るが 、 こ の 預 金 通 帳 に 2人 の

　　名義 人の 写真が添付され 、 身分証明が な され る 。

13） プリカ ッ ト地域の S．H ．G の 場合 、 政府 ・商業銀行 ・NGO が 連携を しな が

　　 ら行 うが、商業銀行の 役割は 、低利融 資を行 う と い うよ りは 、 SH ．G メ

　　 ン バ ー の 貯蓄先の意味合い の 方が 強い 。 まだ低利融資 を受けて 新規事業

　　 を行 う水準 ま で 達 して い る グル
ー プが 少な い か らで あ る と思 わ れ る 。

14） トレ
ー

ニ ン グは、  ア ニ メ
ー ター と代表者 に対す る もの 、   ク ラス タ

ー

　　 レベ ル で の 代表者に対す る もの 、   SH ．G メ ンバ ー に対 す る もの の 3つ

　　 に分け られ る。本稿で は 、S．H ．G メ ンバ ー の 「自助」 の 形 成 に最 も大 き

　　 な影響を及ぼす と考え られ る、S．H ．G メ ン バー に対する トレーニ ング に

　　 関 して 述 べ る 。 詳細 には紙幅の 都合上 述べ な い が 、他の 2 つ につ い て 少

　　 し触れ る 。 まずア ニ メ
ー

タ
ー と代表者 に対 す る トレー

ニ ン グで あ るが 、

　　 そ れ ぞれ 12 の項 目か らな る 。 1つ の 項 目あた りに 1 日か け るた め 、 計

　　 24 日か か る 。 主 に帳簿の つ けか たやグ ル ー プ運営の 仕方 を トレー
ニ ン

　　 グされ る 。 次 に ク ラス ター レベ ル の 代表者 トレー ニ ン グは、クラス ター

　　 内の S．H ．G の 連合組織 を作 る こ と を 目的 とする 。 まずク ラス ター 内の

　　 S．H ．G か ら 2 人の 代表 者を選出す る 。 こ の 代表者に対 して 4 つ の 項 目が

　　 規定 され 、 1 つ の 項 目 当た り 1 日かか る 。

15） 1．ED ．Pは 政府 の 委託に よ りモ ニ タ リン グ と評価 を行 っ て い る 。 モ ニ タ リ

　　 ン グは 、 帳簿に 関す る もの で 、 月ご との 監査 と、年 に 1度の 監査が あ

　　 る 。 評価 に 関 して は 、 グル
ー プ形成か らの 年数に合わせ 、46 の 項 目に

　　 つ い て 、A 〜 D の 評価 が付 け られ る 。
　A 〜 C グ レー ドの 評価が 得 られ た

　　 グル ー プに対 して は 、 州政府か ら報奨金が 与え られ 、 同時に1．EDP に も

　　 報奨金 が 支給 され る。 A グ レー ドを 得たグル ー プに 関 して は 、 1グル ー
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　　 プあた り 1500 〜 2000Rs が 1．FD ．P に 支給され る e また LED ．P の トレー

　　 ニ ング に関 して は 、 州政府の モ ニ タ リングが 行わ れ る 。 州 政府 の 役人が

　　 トレー ニ ン グに 同席 し、 日時 ・場所 ・参加人数等 を確認 し、書類 にサ イ

　　 ンす る 。 トレー
ニ ング終了後、亘．EDP は レポー トを作成 し 、 そ れ を州政

　　 府 に 提出する 。 州政府は 、そ れ を確認 しS．H ．G メ ンバ ー 1人 あた り30Rs

　　 を 1．F．D ．P に支給す る。
こ れ に加え休憩時の 食べ 物やお茶等の 費用と し

　　 て 、 メ ンバ ー 1 人 当た り 25Rs も同時に支給 され る 。

16） 原資は 、 グル
ー プ形成時 に政府か ら支給され る もの 、 メ ン バ ー に よ る

　　 2Rs／月 の支払 い 、 銀行 口座の 貯蓄か らの 利 子 収 入 、 貸 付の 返済時の 利

　　 子、高 い 評価 を受 けた こ とによ る州 政府か らの 報奨金等で あ る 。S．H．G

　　 の 全て の トレー ニ ン グが 終了す る の は 、 基本的 に 3 年で あ るた め 、 3 年

　　 間毎月 支給され る 。 グル
ー プの 大 き さ等 に よ り異な るが 、 筆者 が 調査 し

　　 た村落の 1つ の S．H ．G は 、 1年 目に 150Rs／月、 2年目、 3年目に 100Rs／月

　　 支給 され て い た 。 また、LFD ．Pス タ ッ フ に よ る と 、 政府か らの G ．M ．F は 、

　　 支給に関 して ル ー ズ で あ り、時 間 が か か るた め 、 支給 され る まで の 問

　　 LFD ．P が そ の 資金 を 補助して い る との こ とで あっ た 。

17） S．H ，G メ ン バ ー は、毎 月 の
一 定額 の貯蓄以 外 に も 自分の 所得 に 見 合 っ た

　　 貯蓄を行 う こ とが で きる 。 個 人で は 、商業銀行 側が敬遠 し て 口 座 を 開設

　　 で きな い ため 、 S．H ．G の 口座 に 貯蓄をす る 。 こ の 貯蓄 は当然個人の もの

　　 で ある 。 帳簿 の 記入の 仕方 を知っ て い る の は アニ メ
ー ター の み で あ るた

　　 め 、 アニ メ
ー ター が個 人 ごと に帳簿に記入 す る 。 プリカ ッ ト地域で は 、

　　 そ れ ほ ど所得 に格差が 無 い た めか 、 個 人で 貯蓄 を行 っ て い る例 はな か っ

　　 た 。 また イ ン タ ビ ュ
ー か ら 、 個 人ご との 帳簿 をつ け る こ と は 、 アニ メー

　　 タ
ー

に とっ て 大 きな負担 に な る とい う解答が得 られ た 。 これ も個人 の貯

　　 蓄が な され な い 理 由の 1 つ で ある と思 われ る 。

18） 用途 の 内容と して は 、 子供 の 教育 、 病気 の 治療 、 衛生面の 改善とい っ た

　　 もの で あ る 。 利子 率 も 自主的に 決定され るが 、 概ね 2 〜 3％ 程度が課 さ

　　 れ る 。 商業銀行 か ら融資を受 けるな らば 、 10 〜 15％の 利子が 課 され る 。

　　債務不 履行の 例 は な く、も し債務不履行が 生 じれ ば、 貴金属等 を抵当 に

　　 す る との こ とで あ っ た。

19 ） A ．A ．P の 原資の 中で 最 も大きい の は 、 政府 の 補助 と、高い グ レー ドを獲

　　 得 した ときの 報 償金で あ る 。 大 き さは、グ ル ー プ問 で 異 な る 。 ある S．H ．G

　　 は、 25000Rs の 補助金 を受 けて い た 。

20） 筆者 は、1つ の 村 を対象 に 、 S．H ．G か らの 融資 の 額 ・目的、他 の イ ン フ ォ
ー

　　 マ ル 金融か らの 貸付の 有無 とそ の 額 ・目的 に関 して 調査 を行 っ た 。 本節
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　　 は、 それ を基 に した もの だが 、 資料の 整理の 途上 にあ るた め、 詳細は別

　　 の 機会に譲る 。

21） 医療目的の 使用 に対す る融資が 最高で 6500Rs で あ っ た 。 こ れ を除 くと

　　 最高で も 4000Rs で あ っ た 。 目的は複数 で 、教育や エ ン ジ ン等 の 修理 で

　　 あ っ た 。 教育 目的の み で み た 場合、 1000Rs 以下 で ある 。

22） 船 、 エ ン ジ ン 、 網の 値段は 、そ れぞれ 約 4000Rs 、4000Rs 、 3500Rs 〜

　　 4000Rs で あ る 。　S．H ．G か らの 融資で 漁具 や 家の 建築 を挙げ る 者 もい た

　　 が、 全 て 少額で あ り、補修等に使用 され る と思われ る 。 またダウ リは 、

　　 最低で も 20000Rs で あ っ た 。

23） 1．RD ．Pス タッ フ の 開発 ワー カー と して の 意識の 高さ も見逃せ な い 点で あ

　　 る 。 トレー
ニ ン グには州政府の 役人が 出席する こ とが必要だが 、 1．ED ．P

　　 ス タ ッ フ の言質 によ る と、トレ ーニ ン グ 当 日が 雨で あ っ た りす る と 、 役

　　 人 が現 れ な い こ とが あ る 。 こ の 場合 、 サ イ ン を得 る こ とが で きず 、 州 政

　　 府か らの 資金 の 給付 を受 ける こ とがで きな い 。 しか し トレー
ニ ン グは 予

　　 定通 りに行われ る 。こ れ は 自らの 居住す る地 域 の 改善 に努め る、彼 らの

　　 意識の 高さ を示すもの で ある 。

24） 実際 には、S．H ．G 同士が 連帯 し、信 用 組合 とな っ た 事例 も報告 され て い

　　 る （須 田、 2001）。
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NGO's  Role at Micro Finance Program
-Case  Study on  Pulicat, Thamilunadu, India-

Hirotaka Matsuda

                          Summarize

   Micro Finance Program  is very  important role  in development strategy.  The

Program  contribute  to start a small  business fbr income generating. Moreover, the

program  promote empowerment  ofwomen.

   Micro Finance Program's success  depend en  the otganization which  carTy  out  the

program.The  organization  must  have knowledge about  the turget. I think that NGO

has the knowledge.

   This paper study  the NGO  at Pulicat, Thamilunadu, India. The NGO's  name  is

I.ED.R Pulicat area  has experienced  environmental  disruption. The resident's  income

is becoming  small.  I.F.D.P support  them. I.ED.P carTy  out  S.H.G. S,H.G is a micro

finance program at pulicat.The purpose of  S.H.G is empovverment  of  women.This

paper report  the relationship  between I,F.D,P and  S.H.G,
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